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FFJ代表者会議が決定した、2022年度国内交流・埼玉クラブ版の報告です。 

 5 月 25 日（水）全国に配信した国内交流のお誘いは残念ながら功を奏せず、申し込みをした埼玉クラブ

員 13 名で初夏の日光へと向かいました。実行委員会が綿密に立てたプログラムは、午後の 2 コースいず

れを選ぶべきかで迷いましたが、両者が神橋でぴったり合流した感激は特別でした。 

                                                          三好 紀子 

 

日光田母沢御用邸？小学校時代から 7〜8 回日光に行ったが、今回の FF 国内交流、日光ツアーの下

見で初めて知った記念公園。部屋数が何と 106 室ある。江戸、明治、大正時代の建築技術や様式の国指

定重要文化財に、下見の時は庭園で防空壕発見！ツアー当日は修学旅行生達と賑わいながら、御用邸

内をつぶさに見学出来たのもこの企画のおかげで嬉しかった。 

                        一 瞬隠れん坊したら面白いな？と茶目っ気を出しながら、春夏秋冬、 

 別世界の天皇皇后の過ごされた生活に、温もりを想像しながらハウ 

スツアーするのも、是また楽しからずや！ 

今度は紅葉の秋にでも行ってみようかなぁ。        中島 正子 

 

 

私が夜布団に入って天井を見上げるそこには大きな貼り紙。書かれた文字は 沈黙１０カ条と。その中に

はみんなの知っている東照宮神厩舎の長押に彫られた三猿。 

「人間一生風刺を文にして」 あれは中学生だったろうか？寡黙な父の 

メッセージだったのだ。 

 今また、この三猿の重み、深さは違っている、あの頃とは。 

人生なんてそもそも毎日が楽しいばかりでは無い。            

FF埼玉の活動。仲間との久し振りの楽しいひと時だ。 

嬉しかった。日光は広い。約 2時間のハイキングコース。 

東照宮右脇道から５人メンバーで緑深き砂利道を踏む足音、歩くマスクから 

溢れる荒い息づかい、光を求めまっすぐ伸びたスギの木たち、目だけで交わす微笑み。穏やかで心地よい

時間を本当に有り難う。さすがに下見が行われ、綿密にスケジュールを組んでいただいたお陰と。改めて感

謝いたします。                                                  郡山 育子 

 

FFJ が意図した交流目的の一つに「交流を通して FFI の財政支援に貢献したい」という点があります。参

加者から任意で寄付をお願いしたところ、12,200 円の寄付が集まりました。この寄付金と、会員の皆様から

の寄付金を併せて本部に送りたいと思います。パンデミックと戦争の苦難の中にある FFI に、埼玉クラブか

らの支援を届けましょう。6月 19日（日）締め切りといたします。                    三好 紀子              
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